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10月9日磯子公会堂

今年も磯子公会堂が素晴らしいハーモニーに包まれました。特に3年生は、課嬢曲は昨年まで

の「モルダウ」から「大地讃頒」に変わり、男子の力強い声と女子の美しい声のハーモニーはど

のクラスも素晴らしい出来栄えで、感動を与えてくれました。

また、PTAコーラス「ワイルド　アット　ハート」は楽しい振付と演出もあり、会場を和ま

せてくれました。職員合唱「少年時代」もあり、学校が一つになった合唱コンクールでした。
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10月27日～31日まで「学校を開く週間」として文化発表会を

実施しました。27日の日曜日は体育館での発表（5組のトーンチャ

イム、代表者の英語・国際平和スピーチ、吹奏楽部）と公開授業と、

1年は学級懇談会、2年は修学旅行説明会、3年は進路説明会を行い

ました。また、例年通り学習センターでは生徒の各教科の作品や研究

成果の展示を期間中行い、PTA・地域の方の作品も展示されました。

生徒も学年ごとに見学の時間を設けていますが、休み時間などもそれ

ぞれの作品を熱心に見学していました。

ご参加いただいた地域の方、飾り付けなど担当していただいた

PTAの方々ありがとうございました。



全国学力・学習状況調査結果

平成25年4月に中学3年生を対象に実施した全国学力・学習状況調査結果の概要をお知らせ

します。2教科とも螢塗市の3卑生は全国の平均生徒率とほぼ同じか上回っている状況でした0

また、全国と同様に「B：主として活用」する力に課題が見られました0

＜教科別学習状況調査結果＞（横浜市）「平均正答率（％）」

国語　A 俛�ﾎｨ��"�数学．A ��Hｧx��"�

横浜市 都x�C��69．1 田H�CB�43．5 

全　国 都h�3B�67．4 田8�Cr�41．5 

＜全国の正答率と比較して結果に特徴のある問題＞（並木中学校）

塑杢中学校の3年生が全国と比べ、4ポイント以上差があった問題は次の通りです0

国語A（知鞍）

全国よりも上回った問題
・文の接続に注意し、伝えたい内容を明確に

して書く。

・目的に応じて必要な情報を読み取る。

・比喩を用いた表現について理解する。

国語B（活用）

全国よりも上回った問題
・課題を決め、それに応じた情報の収集方法

を考える。

・文章の展開に即して内容を挺える。

・表現の仕方に注意して読み、その効果を考

える。

・文章の構成や表現の特徴を捉える。

数学A（知識）

全国よりも上回った問題
・正の数と負の数の意味を、実生活の場面に

結び付けて理解している。
・関数の意味を理解している。

全国を下回った問題

・話し合いの方向を捉えて司会の役割

を果たす。

・書いた文章を読み返し、目的に応じ

た表現に直す。

・伝えたいことを明確にして話す。

・文脈に即して漢字を書く。

・修飾語と被修飾語の照応について理

解する。

全国を下回った問題

・3ポイント以上下回った問題はなし。

全国を下回った問題

・空間時における2直線の位置関係を

理解している。

・見取り図、投影図から空間図形を読

み取ることができる。
・1組の平行線に直線が交わってでき

る角の性質を理解している。

・証明を読み、三角形の合同条件を理

解している。
・平行四辺形になるための条件を理解

している。



数学B（活用）

全国よりも上回った問題
・事実を理想化・単純化して事柄を数学的に

捉え、他の事象との関係を考えることができ

る。

・事象を数学的に解釈することができる。

全国を下回った問題

・言葉で表された式の数学的な意味を考

え、事象を式の意味に即して解釈すること

ができる。

・与えられた表から情報を適切に選択し、

処理することができる。
・資料から必要な情報を適切に読み取るこ

とができる。

・問題場面における考察の対象を明確に捉

える事ができる。

＜生活習慣・学習習慣（質問紙調査結果より）＞

並木中3年生の、全国と比較して特徴的な項目を挙げると次のようになります。

07時間以上の睡眠時間を取れているが、午前7時半以降に起床する生徒が多い。

○家の人と学校での出来事をよく話すが、学校に行くのは楽しいと思っている生徒の割合

はやや少ない。

○携帯電話やスマートフォンで通話やメールをよくするが、使い方については家の人と約

束したことを守っている。

○学習塾に通っている生徒は多くない。

○授業時間以外に平日、土・臼を問わず1日あたり2時間以上勉強する生徒が多く、学

校の復習よりは苦手な教科の学習をしている。

○半数近くの生徒が読書は好きではないと害え、1ケ月に1冊も本を読まない、図書室や

図書館に全く行かないという生徒の割合が多い。

○数学の勉強が大事、数学は社会に出たときの役に立つと思う生徒が多くなく、解き方が

分からないとあきらめてしまう生徒が多い。

早起きを心がけながら睡眠時間・学校以外での学習時闇は確保しつつ、数学に対する意識を変

え、読書への関心を持ってほしいものです。学校としても、家庭との連携を一層図りながら、よ

り魅力ある学校づくりに努めたいと思います。

匪二二頭　＜生活習慣と学力の相関（クロス集計）より＞

○普段の授業で、自分の考えを発表する機会が与えられていると感じている生徒は、そうでな 

いと感じている生徒とくらべ、8～11ポイント正答率が高い。 

○平日の学校以外での学習時間が2時間以上の生徒は、1時間未満の生徒と比べ10～16ポイ 

ント正答率が高い。 

○家で自分の計画を立てて勉強している生徒は」していない生徒と比べ5～10ポイント正答 

率が高い。 
（横浜市教育委員会　指導企画課より）
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【12月のおもな予定】

・12／6～113年三者面談・12／10～131，2年三者面談・12／17　生徒会役員選挙

・12／19大掃除・12／21マラソン大会・12／24マラソン大会代休・12／26～冬季休業

標準服リサイクル　回収のお願い

並木中学校では、標準服リサイクルの回収を随時実施しております。
一点でも構いませんので、ご家庭で不要になった標準服等がござい

ましたら、ご協力をお願いいたします。

■回収場所：職員室前のリサイクルボックス

■リサイクル品：標準服、ワイシャツ（半袖・長袖）、ジャージ上下、体

操服、短パン、柔道着、ボタン、校章
＊標準服は洗濯機で丸洗いも可能です。

＊サイズが消えている場合は、タグなどにサイズの記入をしていただ

くと助かります。

並木中学校地域防災拠点主催

防災講演会
11月17日（日）10時～12時

並木中体育館
「女性の視点や力をわが町の

防災に」

男女共同参画センター横浜北

事業課長　常光　明子氏

並木中・第四小を地域防災拠
点とする地域の方は是非ご参
加ください。


